
6単位

1学年

1
授業ガイダンス／自己紹介

19
スタジオ実習③／本番

2
ロケ基礎①

20
TECHNOS祭準備

3
ロケ基礎②

21
ドラマ実習①／講義・セクション分け

4
ロケ基礎③

22
ドラマ実習②／プリプロダクション❶

5
ロケ基礎④

23
ドラマ実習③／プリプロダクション❷

6
中継実習①／中継基礎

24
ドラマ実習④／準備・テスト

7
中継実習②／リハーサル

25
ドラマ実習⑤／本番❶

8
中継実習③／振り返り

26
ドラマ実習⑥／本番❷

9
ロケ基礎⑤／振り返り

27
ドラマ実習⑦／オフライン編集

10
インタビュー実習①／セクション分け・準備

28
90秒動画コンテスト制作①／企画開発

11
インタビュー実習②／ロケハン・準備

29
90秒動画コンテスト制作②／企画決定・準備❶

12
インタビュー実習③／本番

30
90秒動画コンテスト制作③／準備❷

13
夏季休暇課題プレビュー・講評

31
90秒動画コンテスト制作④／準備❸

14
スタジオ基礎①

32
90秒動画コンテスト制作⑤／本番

15
スタジオ基礎②

33
90秒動画コンテスト制作⑥／編集

16
スタジオ基礎③

34
90秒動画コンテスト制作⑦／作品プレビュー

17
スタジオ実習①／準備

35
ドラマ実習⑧／プレビュー・講評

18
スタジオ実習②／リハーサル

36
まとめ

100%

TECHNOS COLLEGE

シ　ラ　バ　ス

科目名 担 当 者 名
相澤 一喜、荻原 邦昭、森木 友一、石毛 昌友、酒
井 逸平、老山 綾乃、小谷 忠典

映像制作実習Ⅰ

学　科 授業方法 実習

認定単位

映像メディア学科

開講学年 必修
授 業 時 間 数

授業目的 映像制作の過程をそれぞれのセクションを通して理解を深め、自らで映像制作できることを目指す。

開 講 期

必 ・ 選
216時間

授
業
計
画
表

授業内容 授業内容

授業目標
（ラーニング
アウトカムズ）

映像制作における基礎である４つのセクションを学び、映像制作の過程を通して、
目指したい職種を見極める力、コミュニケーション力を身に付ける。

授業概要
授業形式は実習を基本とし、基礎とある授業では、４つのセクション（演出・制作/撮影/照明/音声）に分かれ全てのセクションを学修する。インタビューや
ドラマなどは、１つの作品の制作過程を一連で学習していく。

合計

P/R/A/G割合 P≪課題解決型学習≫20%　　R≪実働実践型学習≫0%　　A≪主体的参加型学習≫80%　　G≪海外体感型学習≫0%

講師プロ
フィール

担当教員は各セクションを次のように担当する。
制作・演出…酒井 逸平／ドラマ演出…小谷 忠典 ／ 90秒動画コンテスト演出…老山 綾乃 ／ 撮影…荻原 邦昭 ／ 音声…森木 友一／ 照明…石毛 昌
友

成績割合

テスト
学習FB方法 作品ごとの講評

学習態度・出席率

レポート
成績評価

出席率８０％以上
Ｓ９０～１００点　Ａ８０～８９　　Ｂ７０～７９点　Ｃ６０～６９点　Ｄ５９
点以下は不合格

0%

20%

80%



4単位

1学年

1
授業ガイダンス、オリエンテーション

19
インピーダンスの整合

2
音の三要素

20
音声分配、分岐システム、ADA、スプリッタ

3
音の聞こえ方、感じ方、人の聴覚特性

21
中継、収録システム

4
音波、波長、波形

22
イコライザー、パラメトリック、グラフィック

5
音声信号＝電気信号

23
ダイナミクスエフェクトについて、コンプ、リミッタ

6
バランス回路、伝送、位相について

24
ダイナミクスエフェクトについて、エキスパンダ、ノイズゲート

7
音を電気に変える！マイクの特性、種類、用途

25
空間系エフェクトについて、リバーブ、ディレイ他

8
ダイナミックマイクの仕組み、特性、用途

26
デジタルオーディオ

9
コンデンサマイクのしくみ、特性、用途

27
デジタルオーディオ伝送、記録

10
電気を音にする！スピーカーのしくみ

28
デジタルオーディオデータ、ファイル

11
スピーカーシステム

29
サラウンドシステム

12
パブリックアドレス、PAシステムについて

30
FPU/ワイヤレスシステム

13
音の大きさ、デシベル

31
同期、シンクロナイゼイション

14
マイクレベル、ラインレベル、スピーカーレベル

32
MAについて

15
増幅回路、各種アンプ、その必要性

33
MAの概念と作業の進め方

16
インピーダンス

34
適正テレビ音声／ラウドネスレベル

17
前期末試験　傾向と対策

35
後期末試験　傾向と対策

18
前期総括、講評

36
総括、講評

P/R/A/G割合 P≪課題解決型学習≫80%　　R≪実働実践型学習≫20%　　A≪主体的参加型学習≫0%　　G≪海外体感型学習≫100%

講師プロ
フィール

現役フリーランスエンジニア、ライブ/コンサート収録、PA、スタジオ録音等をこなす。
職務経歴30年以上の経験で、業界で必要な知識と理論を伝える。

成績割合

テスト
学習FB方法 前期・後期　成績表送付

学習態度・出席率

レポート
成績評価

出席率８０％以上
Ｓ９０～１００点　Ａ８０～８９　　Ｂ７０～７９点　Ｃ６０～６９点　Ｄ５９
点以下は不合格

80%

20%

0%

100%合計

必 ・ 選
72時間

授
業
計
画
表

授業内容 授業内容

授業目標
（ラーニング
アウトカムズ）

実際に聞こえる音（心理音響）〜電気音響（アナログ信号）〜デジタル分野、無線電波まで音に関する基礎的な知識を広く身につける。

授業概要
日々進化する映像業界において、個人撮影～中規模程度の撮影に対応できる、音響技術を身につける。
撮影や配信など、様々な場面において、必要な音響機材を選択し使用できるようになる。

TECHNOS COLLEGE

シ　ラ　バ　ス

科目名 担 当 者 名 相澤 一喜、秋元 孝夫音響

学　科

開講学年 必選
授 業 時 間 数

授業目的 映像業界で必要な音声、音響に関する知識、理論を学ぶ。

開 講 期

授業方法 講義

認定単位

映像メディア学科



4単位

1学年

1
全員の自己紹介・授業を受けるにあたっての注意事項説明・Macの基本操作説明

19
Adobe After Effects 基本操作①

2
編集作業の詳細説明

20
Adobe After Effects 基本操作②

3
シーケンス設定や素材管理などの説明

21
Adobe After Effects 基本操作③

4
PremierePro 基本操作①

22
Adobe After Effects 基本操作④

5
PremierePro 基本操作②

23
前期総括/講評

6
PremierePro 基本操作③

24
前期の復習①

7
PremierePro 基本操作④

25
前期の復習②

8
自己紹介動画作成①

26
前期の復習③

9
自己紹介動画作成②

27
前期の復習④

10
自己紹介動画作成③

28
月曜実習の編集①

11
自己紹介動画作成④

29
月曜実習の編集②

12
テロップの基本

30
月曜実習の編集③

13
インタビュー編集の基本

31
月曜実習の編集④

14
納品形態フォーマットの説明と作成

32
PremierePro　PR動画制作①

15
月曜実習の編集①

33
PremierePro　PR動画制作②

16
月曜実習の編集②

34
PremierePro　PR動画制作③

17
月曜実習の編集③

35
PremierePro　PR動画制作④

18
月曜実習の編集④

36
後期総括/講評

P/R/A/G割合 P≪課題解決型学習≫30%　　R≪実働実践型学習≫0%　　A≪主体的参加型学習≫70%　　G≪海外体感型学習≫0%

講師プロ
フィール

テロップデザイナー、エディターとしてテレビ番組やインターネット番組の制作におけるポスプロダクションで活躍。バラエティー・スポーツ・ドキュメンタリー
と、番組のジャンルを問わず幅広く携わっている。

成績割合

テスト
学習FB方法 前期・後期　成績表送付

学習態度・出席率

レポート
成績評価

出席率８０％以上
Ｓ９０～１００点　Ａ８０～８９　　Ｂ７０～７９点　Ｃ６０～６９点　Ｄ５９
点以下は不合格

30%

30%

40%

100%合計

必 ・ 選
72時間

授
業
計
画
表

授業内容 授業内容

授業目標
（ラーニング
アウトカムズ）

オフラインからオンラインまで編集業務を幅広く理解し、編集作業が行えるようになる。

授業概要
編集作業では、カメラ、音声、照明、演出、全ての知識が必要であり、またその逆もあるということを映像制作に携わるものとして全員が理解する。
授業冒頭、YouTube上にある映像作品を全員で鑑賞し、ディスカッションをする。

TECHNOS COLLEGE

シ　ラ　バ　ス

科目名 担 当 者 名 相澤 一喜、中原 茉李奈ノンリニア編集

学　科

開講学年 必選
授 業 時 間 数

授業目的 映像編集で使用されているAdobe社ソフト（PremierePro）の基礎を学ぶ。

開 講 期

授業方法 講義

認定単位

映像メディア学科



4単位

1学年

1
オリエンテーション1/授業の流れ

19
様々なカメラワーク

2
ベクトルデータとビットマップ

20
画面サイズとピクセル縦横比

3
ポートフォリオ

21
映像表現のガイドライン

4
基本的なカメラワークと効果

22
文字テロップのデザイン1　情報デザイン

5
セーフティエリア　

23
コピー制御・収録フォーマット

6
インターレース

24
アップコンバート

7
カッティング

25
ダウンコンバート

8
香盤表

26
文字テロップのデザイン2　レイアウト

9
企画書

27
３D映像の原理と方式

10
フレームレート

28
文字テロップのデザイン3　人名字取り

11
ドロップフレームタイムコード

29
HDの種類

12
HDTVの基礎知識

30
著作権表示 / キャッチコピー

13
SDTVとHDTVの違い

31
モーショングラフィックス

14
キーイングの種類

32
国内放送基準　/　広告効果

15
色の属性/ カラーバーの仕組み

33
コンテンツ工学

16
様々な映像用語

34
試験対策（総復習）

17
試験対策

35
後期期末試験

18
前期末試験

36
後期期末試験返却・講評

P/R/A/G割合 P≪課題解決型学習≫30%　　R≪実働実践型学習≫30%　　A≪主体的参加型学習≫30%　　G≪海外体感型学習≫10%

講師プロ
フィール

CM,PV,イベント,テレビ,アニメ,映画祭のOPCG等、数々の作品でマルチに活躍。
現在フリーランスとして活動。

成績割合

テスト
学習FB方法 成績表送付

学習態度・出席率

レポート
成績評価

出席率８０％以上
S90～100点　Ａ80～89 Ｂ70～79点　Ｃ60～69点　Ｄ59点以下
は不合格

80%

10%

10%

100%合計

必 ・ 選
72時間

授
業
計
画
表

授業内容 授業内容

授業目標
（ラーニング
アウトカムズ）

テレビデザインの基礎知識を理解し、近年メディアの多様化、移り変わりへの対応策など考案できる人材を育て、現場に出た時に即戦力となる人材を目
標とする。

授業概要
テレビ放送の基礎知識。制作・撮影・編集などそれに伴う知識を座学形式で行う。
撮影基礎知識から映像の原理などメディア技術。
また、近年のメディアの変化、対応など技術的に説明。アイキャッチやモーショングラフィックス制作も行いポートフォリオも制作開始する。

TECHNOS COLLEGE

シ　ラ　バ　ス

科目名 担 当 者 名 相澤 一喜、小泉 みのりデジタル画像

学　科

開講学年 必選
授 業 時 間 数

授業目的 テレビ制作の基礎知識、映像知識、メディアの可能性

開 講 期

授業方法 講義

認定単位

映像メディア学科



4単位

1学年

1
面白い映像作品作りにおいて「最初に」考えるべきものとは？

19

2
 映像制作のプロセス解説。参考上映。（次回までの課題。レポート）

20
トリック撮影実習講評、及びスパイク・リーによる応用。

3

企画性とは？　既存の作品を作例として「企画制作」を追体験する。

21

4
演出とは？　既存の作品を作例として「演出」を追体験する。

22

5
 短編映画企画課題の解説。参考上映。（次週までの課題。企画書作成）

23

6
映画企画プレゼン体験１（4名）

24

7
映画企画プレゼン体験２（4名）

25
予備日

8
映画企画プレゼン体験３（5名）

26

9
演出の実例１。画面演出について、その１（レンズ）。

27

10
企画書個別相談１（4名）

28

11
企画書個別相談２（4名）

29

12
企画書個別相談３（5名）

30
演出実習講評。

13
  脚本の書き方解説。参考上映。（夏季休暇中の課題。脚本第一稿執筆）

31
 演出の実例４。会話シーン撮影の手順。参考上映。

14

 脚本第一稿個別相談１（4名）。トリック演出実習。

32

15
 脚本第一稿個別相談２（4名）。トリック演出実習。

33

16 34
 会話シーン演出実習。編集作業。（予備日）

17 35
会話シーン演出実習講評。

18 36
予備日

P/R/A/G割合 P≪課題解決型学習≫30%　　R≪実働実践型学習≫30%　　A≪主体的参加型学習≫40%　　G≪海外体感型学習≫0%

講師プロ
フィール

成績割合

テスト
学習FB方法

授業内にて全体講評、及び、必要に応じて個別講評
を行う。学習態度・出席率

レポート
成績評価

Ｓ９０～１００点　Ａ８０～８９　Ｂ７０～７９点
Ｃ６０～６９点　Ｄ５９点以下は不合格

実施しない予定。

40％

60％

100%合計

必 ・ 選
72時間

授
業
計
画
表

授業内容 授業内容

授業目標
（ラーニング
アウトカムズ）

映像制作における「企画立案〜演出」の過程を体験することを通じ、「面白さ」を目的とした作品作りの基礎を理解・習得する。

授業概要
映像によるフィクション作品（劇映画・ドラマ）の制作過程において、その全過程の指針となるべき「企画性＝アイディア」の重要性と、その具体化/映像化
作業としての「演出」の基礎とを学ぶ。主な課題として、短編ドラマ撮影実習用の企画・脚本の作成と、いくつかの特定シチュエーションを作例とした演出
方法の習得とを行う。

企画（言葉による面白いアイディア）と演出（映像による具体化）を結びつける方
法１。
参考上映。

企画（言葉による面白いアイディア）と演出（映像による具体化）を結びつける方
法１（続き）。実践的クライマックス論。

演出の実例２。演技指導について、その１（演技スタイルと演技指導の手順）

面白い企画を発案するためのコツ、その２（アイディアは具体的に！YouTube・
Mー1・コンタクト）

演出の実例４。会話シーン撮影の手順（続き）。
2班に分かれての会話シーン演出実習。

脚本第一稿個別相談３（5名）。
トリック演出実習。
（次週までの課題。脚本最終稿執筆）

TECHNOS COLLEGE

シ　ラ　バ　ス

科目名 担 当 者 名 相澤 一喜、合田 典彦演出Ⅰ

学　科

開講学年 必選
授 業 時 間 数

授業目的
映像芸術・エンターテイメントにおいて「面白さ」はいかなる価値なのか？面白い作品作りの中核を担う「演出」の役割について、座学による先行事例研究
と体験型学習を通じて学ぶ。

授業方法 講義

認定単位

映像メディア学科

開 講 期

短編映画撮影実習用脚本セレクション結果発表、及び講評。
リライト指導。

面白い企画を発案するためのコツ、その１（カセを味方にする）。
（次週までの宿題。特定YouTubeチャンネル視聴）

演出の実例２。演技指導について、その２（企画性がもたらす演技の不自然さに
ついて）

演出の実例３。画面演出について、その２。
参考上映。

演出の実例３。画面演出について、その２（続き）。
考察、及び演出実習準備。班分け（2班）

演出の実例３。画面演出について、その2（続き）。
2班に分かれての演出実習（1日目）

演出の実例３。画面演出について、その２（続き）。
2班に分かれての演出実習（2日目）

演出の実例４。会話シーン撮影の手順（続き）。
「これまでの」映像業界の仕組み。
会話シーン撮影の解説。演出実習準備。



4単位

1学年

1
オリエンテーション

19
制作期間（撮影・編集・振り返り）

2
オリエンテーション

20
制作期間（撮影・編集・振り返り）

3
ビジネスパークヒアリング

21
制作期間（撮影・編集・振り返り）

4
ビジネスパークヒアリング

22
制作期間（撮影・編集・振り返り）

5
制作方法考案

23
制作期間（撮影・編集・振り返り）

6
提案書考案

24
制作期間（撮影・編集・振り返り）

7
提案書作成

25
制作期間（撮影・編集・振り返り）

8
提案書作成

26
制作期間（撮影・編集・振り返り）

9
提案書作成

27
途中経過報告

10
提案書作成

28
途中経過報告

11
プレゼンテーション

29
途中経過報告

12
プレゼンテーション

30
途中経過報告

13
制作期間（撮影・編集・振り返り）

31
報告書制作

14
制作期間（撮影・編集・振り返り）

32
報告書制作

15
制作期間（撮影・編集・振り返り）

33
報告書制作

16
制作期間（撮影・編集・振り返り）

34
報告書制作

17
前期振り返り

35
通期振り返り

18
前期振り返り

36
通期振り返り

P/R/A/G割合 P≪課題解決型学習≫40%　　R≪実働実践型学習≫20%　　A≪主体的参加型学習≫40%　　G≪海外体感型学習≫0%

講師プロ
フィール

ミュージックビデオの監督としてキャリアをスタートさせ、現在はニッスイ、資生堂、明治などのWEB CM、SNS広告で監督を務めている。

成績割合

テスト
学習FB方法 前期・後期　成績表送付

学習態度・出席率

レポート
成績評価

Ｓ９０～１００点　Ａ８０～８９　　Ｂ７０～７９点　Ｃ６０～６９点　Ｄ５９
点以下は不合格

0%

40%

60%

100%合計

必 ・ 選
72時間

授
業
計
画
表

授業内容 授業内容

授業目標
（ラーニング
アウトカムズ）

CM制作を通じて、表現力やボキャブラリーを増やし、企画、シナリオ、演出、撮影、編集までの行程に加え、公開後に振りかえることができる。

授業概要
ビジネスパークCM制作をテーマに、同世代にウケるCMを企画し制作する。
またそのCMを公開し、効果を図り、リフレクションを行う。

TECHNOS COLLEGE

シ　ラ　バ　ス

科目名 担 当 者 名 相澤 一喜、鈴木 新吾基礎ゼミ

学　科

開講学年 必選
授 業 時 間 数

授業目的 学内CM制作を通じて、クライアントとのやり取りや視聴者への影響・効果を図りながら、制作できる力を身に着ける。

開 講 期

授業方法 講義

認定単位

映像メディア学科



2単位

1学年

1
オリエンテーション

19
PowerPoint基礎

2
オリエンテーション

20
PowerPoint基礎

3
オリエンテーション

21
PowerPoint基礎

4
Teamsの操作、PCの設定とスペックの確認、タイピングチェック

22
PowerPointまとめ

5
メール設定、メールの送受信

23
ファイル管理、セキュリティ

6
ビジネスメールのルールについて

24
ファイル管理、セキュリティ

7
Word：ページ書式、書式の基本

25
確認問題：ファイル管理、タイピング

8
Word：ビジネス文書のルール

26
Excel基礎

9
Word：ビジネス文書作成

27
Excel基礎

10
Word：ビジネス文書作成

28
Excel基礎

11
Word：ビジネス文書作成

29
Excel基礎

12
Word：ビジネス文書作成

30
確認問題：Excel基礎

13
確認問題：ビジネス文書のルール

31
確認問題：Excel基礎

14
確認問題：ビジネス文書作成

32
後期期末試験

15
前期期末試験

33
試験の振り返り

16
試験の振り返り

34
まとめ

17
PowerPoint基礎

35
まとめ

18
PowerPoint基礎

36
まとめ

P/R/A/G割合 P≪課題解決型学習≫100%　　R≪実働実践型学習≫100%　　A≪主体的参加型学習≫100%　　G≪海外体感型学習≫20%

講師プロ
フィール

IT系インストラクターとしての経験と、NPO法人理事として企画経営に参画し、管理業務でのAccess・Excel作成処理や対外的なビジネス文書作成などの
実務、さらに新入社員研修等での講師経験も合わせ、「今望まれるITスキルの習得」ができる授業を心がけている。

成績割合

テスト
学習FB方法 前期・後期成績表送付

学習態度・出席率

レポート
成績評価

S90点以上　A80～89点　B70～79点　C60～69点　それ未満は
不合格

80%

10%

10%

100%合計

必 ・ 選
36時間

授
業
計
画
表

授業内容 授業内容

授業目標
（ラーニング
アウトカムズ）

マウスやキーボードを使う入力の基本的なスキルから、メールの作成/送信、Word/Excel/PowerPointといったOfficeアプリケーションの基本的な操作が必
要最低限こなせる。

授業概要
・自らのノートパソコンの使い方を習得する
・タッチタイピングの習得
・Word、Excel、PowerPointといったOfficeアプリケーションの基本的な操作をデータ作成等行いながら習得

TECHNOS COLLEGE

シ　ラ　バ　ス

科目名 担 当 者 名 相澤 一喜、大貫 芳枝コンピューターリテラシーⅠ

学　科

開講学年 必選
授 業 時 間 数

授業目的 コンピュータを使いこなすスキルの取得を目指す。

開 講 期

授業方法 講義

認定単位

映像メディア学科



2単位

1学年

1
 オリエンテーション英語で自己紹介

19

2 20
Lesson 8  ポイントレッスン　（後半）

3
Lesson 1 ポイントレッスン　（後半）

21

4 22
Lesson 9  ポイントレッスン　（後半）

5
Lesson 2  ポイントレッスン　（後半）

23

6 24
Lesson 10  ポイントレッスン　（後半）

7
Lesson 3 ポイントレッスン　（後半）

25

8 26
Lesson 11  ポイントレッスン　（後半）

9
Lesson 4  ポイントレッスン　（後半）

27

10 28
Lesson 12  ポイントレッスン　（後半）

11
Lesson 5  ポイントレッスン　（後半）

29

12 30
Lesson 13  ポイントレッスン　（後半）

13
Lesson 6  ポイントレッスン　（後半）

31

14 32
Lesson 14  ポイントレッスン　（後半）

15
Lesson 7  ポイントレッスン　（後半）

33

16
前期まとめ

34
Lesson 15  ポイントレッスン　（後半）

17
中間テスト対策

35
後期まとめ

18
中間テスト

36
学年末試験

P/R/A/G割合 P≪課題解決型学習≫50　　R≪実働実践型学習≫50　　A≪主体的参加型学習≫50　　G≪海外体感型学習≫100

講師プロ
フィール

担当教員は、ANAのCA、外資系企業 (Disney/ retail)のexecutive secretary並びに人事採用担当、外資系企業 (insurance)の法務部弁護士アシスタント
などの職務経歴をもつ。英語は、カナダ、アメリカへの留学と仕事での実務経験から身につけたスキルである。(TOEIC 970)

成績割合

テスト
学習FB方法 one on one

学習態度・出席率

レポート
成績評価

出席率８０％以上
S 90-100点、A 80-89点、B 70-79点、C 60-69点、D 59点以下
(不合格)

60%

40%（取り組む姿勢30%、出席率10%)

TECHNOS COLLEGE

シ　ラ　バ　ス

科目名 担 当 者 名 相澤 一喜、高野 美智子グローバルコミュニケーション

学　科

開講学年 必選
授 業 時 間 数

授業目的 英語でコミュニケーションを図れるようにする

授業方法

100%合計

認定単位

映像メディア学科

開 講 期

%

Lesson 15  朝のあいさつ   dictation→日本語訳→音読→今日のフレーズ学習
（前半）

必 ・ 選
36時間

授
業
計
画
表

授業内容 授業内容

授業目標
（ラーニング
アウトカムズ）

英語を楽しむ
リスニング力を強化する
簡単な単語や文法を使って英語表現を試みる

授業概要
さまざまな場面ごとに設定された英会話(CD)を聴いて、dictationを行い、retention skill を強化する。結果、リスニング力が上がり、英語での意思疎通がで
きるようになる。

Lesson 10 洗濯機や掃除機の使い方    dictation→日本語訳→音読→今日の
フレーズ学習 （前半）

Lesson 11  浴室の使い方    dictation→日本語訳→音読→今日のフレーズ学
習 （前半）

Lesson 6 家の中を案内してもらう    dictation→日本語訳→音読→今日のフ
レーズ学習 （前半）

Lesson 7 ホストファミリーの家のルール　　 dictation→日本語訳→音読→今日
のフレーズ学習 （前半）

Lesson 3 空港に迎えにきてもらう   dictation→日本語訳→音読→今日のフレー
ズ学習 （前半）

Lesson 4 家族を紹介    dictation→日本語訳→音読→今日のフレーズ学習 （前
半）

講義

Lesson 12 テレビを見る    dictation→日本語訳→音読→今日のフレーズ学習
（前半）

Lesson 8　 ホストファミリーと食事　　 dictation→日本語訳→音読→今日のフ
レーズ学習 （前半）

Lesson 14 寝る前のあいさつ    dictation→日本語訳→音読→今日のフレーズ
学習 （前半）

Lesson 2  税関での手続き dictation→日本語訳→音読→今日のフレーズ学習
（前半）

Lesson1 空港での入国審査　dictation→日本語訳→音読→今日のフレーズ学
習　（前半）

Lesson 13   電話をかける     dictation→日本語訳→音読→今日のフレーズ学
習 （前半）

Lesson 9 食事の後片付け   dictation→日本語訳→音読→今日のフレーズ学
習 （前半）

Lesson 5 日本からのお土産    dictation→日本語訳→音読→今日のフレーズ学
習 （前半）



4単位

1学年

1
Photoshop 基本操作①

19
夏祭りポスター２パターン制作②

2
Photoshop 基本操作②

20
夏祭りポスター２パターン制作③

3
テロップデザインを考える①

21
前期総括/講評

4
テロップデザインを考える②

22
月曜実習の編集で使用するテロップ作成①

5
自己紹介画面の作成①

23
月曜実習の編集で使用するテロップ作成②

6
自己紹介画面の作成②

24
月曜実習の編集で使用するテロップ作成③

7
自己紹介画面の作成③

25
月曜実習の編集で使用するテロップ作成④

8
自己紹介画面の作成④

26
PR動画制作のテロップ作成①

9
自己紹介OPの作成①

27
PR動画制作のテロップ作成②

10
自己紹介OPの作成②

28
PR動画制作のテロップ作成③

11
カレンダー制作①

29
PR動画制作のテロップ作成④

12
カレンダー制作②

30
PR動画制作のテロップ作成⑤

13
カレンダー制作③

31
PR動画制作のテロップ作成⑥

14
月曜実習の編集で使用するテロップ作成①

32
PR動画制作のテロップ作成⑦

15
月曜実習の編集で使用するテロップ作成②

33
PR動画制作のテロップ作成⑧

16
月曜実習の編集で使用するテロップ作成③

34
PR動画制作のテロップ作成⑨

17
月曜実習の編集で使用するテロップ作成④

35
PR動画制作のテロップ作成⑩

18
夏祭りポスター２パターン制作①

36
後期総括/講評

P/R/A/G割合 P≪課題解決型学習≫30%　　R≪実働実践型学習≫0%　　A≪主体的参加型学習≫70%　　G≪海外体感型学習≫0%

講師プロ
フィール

テロップデザイナー、エディターとしてテレビ番組やインターネット番組の制作におけるポスプロダクションで活躍。
バラエティー・スポーツ・ドキュメンタリーと、番組のジャンルを問わず幅広く携わっている。

成績割合

テスト
学習FB方法 前期・後期　成績表送付

学習態度・出席率

レポート
成績評価

出席率８０％以上
Ｓ９０～１００点　Ａ８０～８９　　Ｂ７０～７９点　Ｃ６０～６９点　Ｄ５９
点以下は不合格

30%

30%

40%

100%合計

必 ・ 選
72時間

授
業
計
画
表

授業内容 授業内容

授業目標
（ラーニング
アウトカムズ）

映像番組の制作で必要な静止画の加工や加工画面、テロップデザインを学び、作成する。

授業概要
映像作品で必要な“撮影動画以外の素材”を作り出す技術の習得
授業冒頭、YouTube上にある映像作品を全員で鑑賞し、ディスカッションをする。

TECHNOS COLLEGE

シ　ラ　バ　ス

科目名 担 当 者 名 相澤 一喜、中原 茉李奈デジタルワークス

学　科

開講学年 必選
授 業 時 間 数

授業目的 映像編集で使用されているAdobe社ソフト（Photoshop）の基礎を学ぶ。

開 講 期

授業方法 講義

認定単位

映像メディア学科



4単位

2学年

1
オリエンテーション

19
企画スケジュール・予算作成

2
クライアント・学校の紹介

20
企画準備①

3
チーム分け／チームビルディング

21
企画準備②

4
クライアント業界調査／事例調査

22
企画準備③

5
クライアント見学・打ち合わせ

23
企画準備④

6
見学を終えて、課題確認

24
企画実行①

7
課題解決に必要なこと①

25
企画実行②

8
課題解決に必要なこと②

26
企画実行③

9
設定課題をクライアントへ確認

27
効果データ収集、状況確認

10
課題解決に向けた企画立案①

28
効果検証

11
課題解決に向けた企画立案②

29
報告書作成①

12
課題解決に向けた企画立案③

30
報告書作成②

13
企画プレゼン準備①

31
最終報告プレゼン準備①

14
企画プレゼン準備②

32
最終報告プレゼン準備②

15
クライアントへ企画プレゼン

33
最終報告プレゼン準備③

16
プレゼンフィードバック／企画修正

34
最終報告プレゼン準備④

17
再プレゼン

35
最終報告プレゼン

18
企画決定

36
年間振り返り

授業方法 講義

認定単位

映像メディア学科

TECHNOS COLLEGE

シ　ラ　バ　ス

科目名 担 当 者 名 相澤 一喜、鈴木 新吾応用ゼミ

学　科

開講学年 必選
授 業 時 間 数

授業目的 学外のクライアントへの提案、制作を通じて、実社会で求められる視点を学び実践する

開 講 期

合計

必 ・ 選
72時間

授
業
計
画
表

授業内容 授業内容

授業目標
（ラーニング
アウトカムズ）

映像を使ったビジネスを行う上で必要な観点を理解し、課題を解決できる映像を制作する。

授業概要
株式会社アースキッズ様の「チャイルドラボ」アプリのダウンロード数に貢献する広報施策を、
映像を基軸に企画・プレゼンし、施策を実行。
施策によってどれくらいダウンロード数が増えたのか検証する。

P/R/A/G割合 P≪課題解決型学習≫80%　　R≪実働実践型学習≫80%　　A≪主体的参加型学習≫100%　　G≪海外体感型学習≫20%

講師プロ
フィール

ミュージックビデオの監督としてキャリアをスタートさせ、現在はニッスイ、資生堂、明治などのWEB CM、SNS広告で監督を務めている。

成績割合

テスト
学習FB方法 プレゼンごとのフィードバック、評価

学習態度・出席率

レポート
成績評価

出席率８０％以上
Ｓ９０～１００点　Ａ８０～８９　　Ｂ７０～７９点　Ｃ６０～６９点　Ｄ５９
点以下は不合格

0%

40%

60%

100%



4単位

2学年

1
1年の復習として画像のトレース

19
３チームに分かれて飲食店紹介動画・チラシ作り①

2
1年の復習として画像のトレース

20
３チームに分かれて飲食店紹介動画・チラシ作り②

3
Adobe illustratorの使い方①

21
３チームに分かれて飲食店紹介動画・チラシ作り③

4
Adobe illustratorの使い方②

22
３チームに分かれて飲食店紹介動画・チラシ作り④

5
Adobe illustratorとAfter Effectsを使って動画を作る

23
３チームに分かれて飲食店紹介動画・チラシ作り⑤

6
Adobe illustratorとAfter Effectsを使って動画を作る

24
３チームに分かれて飲食店紹介動画・チラシ作り⑥

7
PremiereProのエッセンシャルサウンドを使ってSE・BGMを調整する

25
今年の国際映画賞で編集賞または撮影賞を受賞した作品の鑑賞

8
PremiereProのエッセンシャルサウンドを使ってSE・BGMを調整する

26
今年の国際映画賞で編集賞または撮影賞を受賞した作品の鑑賞

9
リリックビデオの制作①

27
卒業制作の編集

10
リリックビデオの制作②

28
卒業制作の編集

11
リリックビデオの制作③

29
有料素材サイトなどの利用方法を説明（著作権など）

12
リリックビデオの制作④

30
有料素材サイトなどの利用方法を説明（著作権など）

13
リリックビデオの制作⑤

31
旅行会社のVP制作①

14
リリックビデオの制作⑥

32
旅行会社のVP制作②

15
リリックビデオの制作⑦

33
旅行会社のVP制作③

16
リリックビデオの制作⑧

34
旅行会社のVP制作④

17
リリックビデオの制作⑨

35
旅行会社のVP制作⑤

18
前期総括/講評

36
後期総括/講評

授業方法 講義

認定単位

映像メディア学科

TECHNOS COLLEGE

シ　ラ　バ　ス

科目名 担 当 者 名 相澤 一喜、中原 茉李奈動画編集Ⅱ

学　科

開講学年 必選
授 業 時 間 数

授業目的 動画クリエイターとしての基礎知識からデザイン力まで幅広く学び、実際に制作をして技術を習得する

開 講 期

合計

必 ・ 選
72時間

授
業
計
画
表

授業内容 授業内容

授業目標
（ラーニング
アウトカムズ）

己の欲求や好みだけではなく他者の需要を理解し制作するという基本を学ぶ。
その中にどのようにしてオリジナリティー、センスを光らせるか、考え、行動する。

授業概要
良質な動画を制作するための基礎を学ぶ。
また、どのようにして日々勉強するか、アイディアを得るか、クリエイターとしての勉強方法を学ぶ。

P/R/A/G割合 P≪課題解決型学習≫30%　　R≪実働実践型学習≫0%　　A≪主体的参加型学習≫70%　　G≪海外体感型学習≫0%

講師プロ
フィール

テロップデザイナー、エディターとしてテレビ番組やインターネット番組の制作におけるポスプロダクションで活躍。バラエティー・スポーツ・ドキュメンタリー
と、番組のジャンルを問わず幅広く携わっている。

成績割合

テスト
学習FB方法 前期・後期　成績表送付

学習態度・出席率

レポート
成績評価

出席率８０％以上
Ｓ９０～１００点　Ａ８０～８９　　Ｂ７０～７９点　Ｃ６０～６９点　Ｄ５９
点以下は不合格

30%

30%

40%

100%



4単位

2学年

1
企画とは？①

19
映画・ドラマの企画立案①

2
企画とは？②

20
映画・ドラマの企画立案②

3
バラエティー番組の企画立案①

21
映画・ドラマの企画立案③

4
バラエティー番組の企画立案②

22
映画・ドラマの企画立案④

5
バラエティー番組の企画立案③

23
映画・ドラマの企画立案⑤

6
バラエティー番組の企画立案④

24
ドキュメンタリーの企画立案①

7
バラエティー番組の企画立案⑤

25
ドキュメンタリーの企画立案②

8
YouTubeの企画立案①

26
ドキュメンタリーの企画立案③

9
YouTubeの企画立案②

27
ドキュメンタリーの企画立案④

10
YouTubeの企画立案③

28
ドキュメンタリーの企画立案⑤

11
YouTubeの企画立案④

29
海外向けコンテンツの企画立案①

12
YouTubeの企画立案⑤

30
海外向けコンテンツの企画立案②

13
企画発想法・企画会議について①

31
企画会議・企画書について①

14
企画発想法・企画会議について②

32
企画会議・企画書について②

15
企画発想法・企画会議について③

33
企画会議・企画書について③

16
企画発想法・企画会議について④

34
企画プレゼンについて①

17
企画発想法・企画会議について⑤

35
企画プレゼンについて②

18
前期総括・講評

36
後期総括・講評

授業方法 講義

認定単位

映像メディア学科

TECHNOS COLLEGE

シ　ラ　バ　ス

科目名 担 当 者 名 相澤 一喜、鈴木 しげき企画立案Ⅱa

学　科

開講学年 必選
授 業 時 間 数

授業目的 映像制作のスタートラインとなる企画を考え立案できる力を身につける。

開 講 期

合計

必 ・ 選
72時間

授
業
計
画
表

授業内容 授業内容

授業目標
（ラーニング
アウトカムズ）

様々な映像コンテンツを制作する上で必要となる企画書を作成できるようになる。

授業概要
学内外で様々なジャンルの映像コンテンツを制作する上で、クライアントへのプレゼン等を行うのに必要となる企画書。その作り方を学ぶ。また企画書を
作る前に必要となる企画のアイデアや組み立て方を学ぶ。

P/R/A/G割合 P≪課題解決型学習≫30%　　R≪実働実践型学習≫35%　　A≪主体的参加型学習≫30%　　G≪海外体感型学習≫5%

講師プロ
フィール

放送作家。テレビ・ネット・ラジオの企画・構成を担当。バラエティーを中心にドキュメンタリー、情報番組、またドラマや映画の脚本を執筆し、ジャンルにこ
だわりなく活動。

成績割合

テスト
学習FB方法 前期・後期　成績表送付

学習態度・出席率

レポート
成績評価

Ｓ９０～１００点　Ａ８０～８９　Ｂ７０～７９点　Ｃ６０～６９点　Ｄ５９点
以下は不合格

0%

60%

40%

100%



2単位

2学年

1
ガイダンス、自己紹介、チーム編成（2班）、原作選び（抜粋可、キャスト重視）

19
撮影、シナリオ作成

2
原作発表、撮影の順番、シナリオ作成①

20
撮影、シナリオ作成

3
原作発表、撮影の順番、シナリオ作成②

21
撮影、シナリオ作成

4
撮影、シナリオ作成

22
撮影、シナリオ作成

5
撮影、シナリオ作成

23
撮影、シナリオ作成

6
撮影、シナリオ作成

24
撮影、シナリオ作成

7
撮影、シナリオ作成

25
撮影、シナリオ作成

8
撮影、シナリオ作成

26
撮影、シナリオ作成

9
撮影、シナリオ作成

27
撮影、シナリオ作成

10
撮影、シナリオ作成

28
撮影、シナリオ作成

11
撮影、シナリオ作成

29
撮影、シナリオ作成

12
撮影、シナリオ作成

30
撮影、シナリオ作成

13
撮影、シナリオ作成

31
撮影、シナリオ作成

14
撮影、シナリオ作成

32
撮影、シナリオ作成

15
撮影、シナリオ作成

33
撮影、シナリオ作成

16
撮影、シナリオ作成

34
作品発表

17
撮影、シナリオ作成

35
作品発表

18
撮影、シナリオ作成

36
振り返り

授業方法 実習

認定単位

映像メディア学科

TECHNOS COLLEGE

シ　ラ　バ　ス

科目名 担 当 者 名 相澤 一喜、小谷 忠典映像技法Ⅱ

学　科

開講学年 必選
授 業 時 間 数

授業目的 「映像」と「原作」の関連性を理論的、技術的に学びながら、実写映像を軸とした集団制作を通し映像言語の獲得を目的とする。

開 講 期

合計

必 ・ 選
72時間

授
業
計
画
表

授業内容 授業内容

授業目標
（ラーニング
アウトカムズ）

「映像」と「原作」の関係性を知り、アダプテーション（脚色）の理解を深めることで、創造的思考力を身につける。

授業概要
漫画、小説、詩等、原作となる文芸作品の中から各自1作品を選択し、それを原作とした短編映像を一人ひとり順番にディレクションしていく（監督ではな
い場合はキャスト、またはスタッフ）。撮影、編集はスマートフォンなど自前の機材を使用予定。

P/R/A/G割合 P≪課題解決型学習≫10%　　R≪実働実践型学習≫0%　　A≪主体的参加型学習≫90%%　　G≪海外体感型学習≫0%

講師プロ
フィール

映画監督／脚本家／武蔵野大学客員教授。過去30カ国以上の国際映画祭に作品が選出。全国劇場公開6作品。主な受賞／2015年：釜山国際映画祭
AND賞／2021年：セント・アンドルーズ映画祭 最優秀撮影賞

成績割合

テスト
学習FB方法 作品ごとに評価

学習態度・出席率

レポート
成績評価

Ｓ９０～１００点　Ａ８０～８９　Ｂ７０～７９点　Ｃ６０～６９点　Ｄ５９点
以下は不合格

0%

40%

60%

100%



4単位

2学年

1
オリエンテーション

19
【プリプロダクション】企画開発／準備①

2
オリエンテーション

20
【プリプロダクション】企画開発／準備②

3
オリエンテーション

21
【プリプロダクション】企画開発／準備③

4
【プリプロダクション】企画開発／準備①

22
【プリプロダクション】企画開発／準備④

5
【プリプロダクション】企画開発／準備②

23
【プロダクション】撮影①

6
【プリプロダクション】企画開発／準備③

24
【プロダクション】撮影②

7
【プリプロダクション】企画開発／準備④

25
【プロダクション】撮影③

8
【プロダクション】撮影①

26
【プロダクション】撮影④

9
【プロダクション】撮影②

27
【プロダクション】撮影⑤

10
【プロダクション】撮影③

28
【プロダクション】撮影⑥

11
【プロダクション】撮影④

29
【ポストプロダクション】編集①

12
【プロダクション】撮影⑤

30
【ポストプロダクション】編集②

13
【プロダクション】撮影⑥

31
【ポストプロダクション】編集③／試写

14
【ポストプロダクション】編集①

32
【ポストプロダクション】編集④

15
【ポストプロダクション】編集②

33
【ポストプロダクション】編集⑤／完パケ・納品

16
【ポストプロダクション】編集③／試写

34
まとめ

17
【ポストプロダクション】編集④

35
まとめ

18
【ポストプロダクション】編集⑤／完パケ・納品

36
まとめ

授業方法 実習

認定単位

映像メディア学科

TECHNOS COLLEGE

シ　ラ　バ　ス

科目名 担 当 者 名 相澤 一喜、酒井 逸平CreativeWorkⅡ

学　科

開講学年 必選
授 業 時 間 数

授業目的 制作チーム内に加え、チーム外（地域や他学科など）の人たちとのコミュニケーションを通して、TPOに合わせたコミュニケーション力を学ぶ。

開 講 期

合計

必 ・ 選
144時間

授
業
計
画
表

授業内容 授業内容

授業目標
（ラーニング
アウトカムズ）

1年次に学んだ映像制作の基礎を生かし、企画～撮影～編集～納品という一連の政策過程を学生主導で行う。
他学科・企業・自治体への取材や撮影を積極的に取り入れ、主体性・コミュニケーション能力・知識・技術を身に付ける。
また、作品を外部へ発信することで、責任感を与え、質の高い作品制作を行う事を目標とする。

授業概要
前期は外部への取材をメインとした映像制作、
後期はテクノス展へ向けた企画立案～制作を行う。
演出/制作/撮影/音声/照明/編集などの希望職種に分かれ、企画～撮影～編集～納品というスケジュールを前期／後期それぞれ実施する。

P/R/A/G割合 P≪課題解決型学習≫40%　　R≪実働実践型学習≫0%　　A≪主体的参加型学習≫50%　　G≪海外体感型学習≫10%

講師プロ
フィール

酒井逸平…ディレクター
TV業界で15年超、バラエティを中心に数々の番組に携わる

成績割合

テスト
学習FB方法 作品ごとの講評

学習態度・出席率

レポート
成績評価

Ｓ９０～１００点　Ａ８０～８９　　Ｂ７０～７９点　Ｃ６０～６９点　Ｄ５９
点以下は不合格

0%

40%

60%

100%



6単位

2学年

1
オリエンテーション

19
イベント対策/企画立案

2
チーム編成

20
イベント対策/企画立案

3
テクノビジョンプロデュース/企画立案

21
イベント対策/企画立案

4
テクノビジョンプロデュース/企画立案

22
イベント対策/企画立案

5
テクノビジョンプロデュース/企画立案

23
イベント対策/企画立案

6
テクノビジョンプロデュース/企画立案

24
イベント対策/企画立案

7
テクノビジョンプロデュース/企画立案

25
イベント対策/VTR制作

8
テクノビジョンプロデュース/企画立案

26
イベント対策/VTR制作

9
テクノビジョンプロデュース/撮影

27
イベント対策/VTR制作

10
テクノビジョンプロデュース/撮影

28
イベント対策/VTR制作

11
テクノビジョンプロデュース/撮影

29
イベント対策/VTR制作

12
テクノビジョンプロデュース/撮影

30
イベント対策/VTR制作

13
テクノビジョンプロデュース/撮影

31
イベント対策/システム構築

14
テクノビジョンプロデュース/撮影

32
イベント対策/システム構築

15
テクノビジョンプロデュース/撮影

33
イベント対策/システム構築

16
テクノビジョンプロデュース/撮影

34
イベント対策/システム構築

17
テクノビジョンプロデュース/振り返り

35
イベント対策/振り返り

18
前期振り返り

36
後期振り返り

授業方法 実習

認定単位

映像メディア学科

TECHNOS COLLEGE

シ　ラ　バ　ス

科目名 担 当 者 名 相澤 一喜、鈴木 新吾、荻原 邦昭、中原 茉李奈制作技術Ⅱa

学　科

開講学年 必選
授 業 時 間 数

授業目的 他学年との連携を通じ、組織としてプロジェクトを進める方法を学ぶ

開 講 期

合計

必 ・ 選
216時間

授
業
計
画
表

授業内容 授業内容

授業目標
（ラーニング
アウトカムズ）

組織でプロジェクトを動かすことを経験し、コミュニケーション力をつける

授業概要
学内イベントやテクノビジョンプロデュースなどを題材に、個人ではなくチームでの運営を行っていく。その過程で組織として必要なコミュニケーションや思
考力を身に着ける。

P/R/A/G割合 P≪課題解決型学習≫40%　　R≪実働実践型学習≫0%　　A≪主体的参加型学習≫60%　　G≪海外体感型学習≫0%

講師プロ
フィール

ミュージックビデオの監督としてキャリアをスタートさせ、現在はニッスイ、資生堂、明治などのWEB CM、SNS広告で監督を務めている。

成績割合

テスト
学習FB方法 イベント、作品ごとに評価

学習態度・出席率

レポート
成績評価

Ｓ９０～１００点　Ａ８０～８９　Ｂ７０～７９点　Ｃ６０～６９点　Ｄ５９点
以下は不合格

40%

60%

100%



6単位

2学年

1
オリエンテーション

19
【プリプロダクション】企画開発／準備①

2
オリエンテーション

20
【プリプロダクション】企画開発／準備②

3
オリエンテーション

21
【プリプロダクション】企画開発／準備③

4
【プリプロダクション】企画開発／準備①

22
【プリプロダクション】企画開発／準備④

5
【プリプロダクション】企画開発／準備②

23
【プロダクション】撮影①

6
【プリプロダクション】企画開発／準備③

24
【プロダクション】撮影②

7
【プリプロダクション】企画開発／準備④

25
【プロダクション】撮影③

8
【プロダクション】撮影①

26
【プロダクション】撮影④

9
【プロダクション】撮影②

27
【プロダクション】撮影⑤

10
【プロダクション】撮影③

28
【プロダクション】撮影⑥

11
【プロダクション】撮影④

29
【ポストプロダクション】編集①

12
【プロダクション】撮影⑤

30
【ポストプロダクション】編集②

13
【プロダクション】撮影⑥

31
【ポストプロダクション】編集③／試写

14
【ポストプロダクション】編集①

32
【ポストプロダクション】編集④

15
【ポストプロダクション】編集②

33
【ポストプロダクション】編集⑤／完パケ・納品

16
【ポストプロダクション】編集③／試写

34
まとめ

17
【ポストプロダクション】編集④

35
まとめ

18
【ポストプロダクション】編集⑤／完パケ・納品

36
まとめ

授業方法 実習

認定単位

映像メディア学科

TECHNOS COLLEGE

シ　ラ　バ　ス

科目名 担 当 者 名 相澤 一喜、日原 進太郎制作実習Ⅱb

学　科

開講学年 必選
授 業 時 間 数

授業目的 制作チーム内に加え、チーム外（地域や他学科など）の人たちとのコミュニケーションを通して、TPOに合わせたコミュニケーション力を学ぶ。

開 講 期

合計

必 ・ 選
216時間

授
業
計
画
表

授業内容 授業内容

授業目標
（ラーニング
アウトカムズ）

1年次に学んだ映像制作の基礎を生かし、企画～撮影～編集～納品という一連の政策過程を学生主導で行う。
他学科・企業・自治体への取材や撮影を積極的に取り入れ、主体性・コミュニケーション能力・知識・技術を身に付ける。
また、作品を外部へ発信することで、責任感を与え、質の高い作品制作を行う事を目標とする。

授業概要
前期は外部への取材をメインとした映像制作、
後期はテクノス展へ向けた企画立案～制作を行う。
演出/制作/撮影/音声/照明/編集などの希望職種に分かれ、企画～撮影～編集～納品というスケジュールを前期／後期それぞれ実施する。

P/R/A/G割合 P≪課題解決型学習≫40%　　R≪実働実践型学習≫0%　　A≪主体的参加型学習≫50%　　G≪海外体感型学習≫10%

講師プロ
フィール

日原 進太郎…大阪府箕面市生まれ。早稲田大学卒業後、都内専門学校にて映画制作を学ぶ。中編映画『春夏秋冬くるぐる』が第33回ぴあフィルムフェ
スティバルPFFアワードで準グランプリを受賞。長編映画『僕のいない学校』が第31回東京国際映画祭日本映画スプラッシュ部門に正式出品、第59回日
本映画監督協会新人賞にノミネート。現在はCMやプロモーション映像のディレクションも担当している。

成績割合

テスト
学習FB方法 作品ごとの講評

学習態度・出席率

レポート
成績評価

Ｓ９０～１００点　Ａ８０～８９　　Ｂ７０～７９点　Ｃ６０～６９点　Ｄ５９
点以下は不合格

0%

40%

60%

100%



2単位

2学年

1
オリエンテーション

19
PowerPointで作成（進捗報告をする）

2
オリエンテーション

20
発表

3
オリエンテーション

21
ネットワークとセキュリティ

4
メディアリテラシーとは

22
ネットワークとセキュリティ

5
各メディアの特徴と分類

23
ネットワークとセキュリティ

6
メディアリテラシーの歴史：まとめレポート作成（Word）

24
情報における法律

7
情報の送り手と受け手（ニュースを考える）

25
情報における法律

8
Wordでレポート作成　（進捗報告をする）

26
メール送信とメールのセキュリティについてまとめ

9
Wordでレポート作成、PDFファイル変換

27
ファイル管理・活用

10
発表

28
Officeアプリの活用

11
フォントについて

29
Officeアプリの活用

12
表作成　文書作成ソフト

30
後期期末試験

13
表作成　表計算ソフト

31
試験の振り返り

14
表作成　表計算ソフト

32
ビジネスユースについて

15
前期期末試験

33
ビジネスユースについて

16
試験の振り返り

34
まとめ

17
メディアリテラシーと自分が持つ視点

35
まとめ

18
「写真で発見」ワークショップ体験

36
まとめ

授業方法 講義

認定単位

映像メディア学科

TECHNOS COLLEGE

シ　ラ　バ　ス

科目名 担 当 者 名 相澤 一喜、大貫 芳枝メディアリテラシーⅡ

学　科

開講学年 必選
授 業 時 間 数

授業目的 PCを使いこなせるといったスキルだけでなく、課題解決やセキュリティ、メディアリテラシーなどの知識を習得していく。

開 講 期

合計

必 ・ 選
36時間

授
業
計
画
表

授業内容 授業内容

授業目標
（ラーニング
アウトカムズ）

ITリテラシーを身につけ、さらにメディアリテラシーへの理解を深め社会に貢献できるようになる。

授業概要 コンピューターリテラシー、ネットワークリテラシーを含めメディアリテラシーを学んでいく。

P/R/A/G割合 P≪課題解決型学習≫100%　　R≪実働実践型学習≫100%　　A≪主体的参加型学習≫100%　　G≪海外体感型学習≫30%

講師プロ
フィール

長年のIT系インストラクターとしての経験、小中学校での情報教育アドバイザーとしてメディアリテラシー教育を行った経験、またNPO法人理事として企画
経営に参画し、管理業務でのAccess・Excel作成処理や対外的なビジネス文書作成などの実務、さらに新入社員研修等での講師経験等、今までのすべ
て経験を駆使した授業をしていきたいと考えています。

成績割合

テスト
学習FB方法 前期・後期成績表送付

学習態度・出席率

レポート
成績評価

S90点以上　A80～89点　B70～79点　C60～69点　それ未満は
不合格

80%

%

20%

100%



2単位

1学年

1 19

2 20

3 21

4 22

5 23

6 24

7 25

8 26

9 27

10 28

11 29

12 30

13 31

14 32

15 33

16 34

17 35

18 36

P/R/A/G割合 P≪課題解決型学習≫40％　　R≪実働実践型学習≫20%　　A≪主体的参加型学習≫30％　　G≪海外体感型学習≫10％

講師プロ
フィール

キャリアセンタースタッフが授業をコーディネートし、授業内容に合わせた外部講師を招聘する。

30％（授業態度と課題の提出）

レポート 70％（卒後VISIONの提出）
成績評価

Ｓ９０～１００点　Ａ８０～８９　Ｂ７０～７９点　Ｃ６０～６９点　Ｄ５９点
以下は不合格

合計 100%

水曜日のみ）インターンシップについて まとめ

水曜日のみ）インターンシップについて まとめ

成績割合

テスト ０％
学習FB方法 提出された卒後VISIONと各課題への評価

学習態度・出席率

企業人講話 １年振り返り

卒後VISION書き直し 金曜日のみ）インターンシップについて

中間報告会 金曜日のみ）インターンシップについて

就活キックオフ・（履歴書提出） 最終報告会

卒後VISION(コンテスト7/25/26) 最終報告会

企業人講話 １年振り返り

グローバル(IW6/9-20) 卒後VISION書き直し

グローバル(IW6/9-20) 特別講座準備

働き方について(キャリアの選択肢) 特別講座準備

ガクチカ分析

卒業生講話 ガクチカ分析

卒業生講話 起業家講話

卒後VISION書き直し 起業家講話

授
業
計
画
表

授業内容 授業内容

オリエンテーション オリエンテーション

オリエンテーション 企業人講話

卒後VISIONとは 企業人講話

働くこととは

選択

授業目的 卒後VISIONに磨きをかけ、解像度を上げる。

授業目標
（ラーニング
アウトカムズ）

授業開始時の卒後VISIONの評価と授業終了時の卒後VISIONの評価を比較し
評価がランクアップしていること。

授業概要
未来デザインをケーススタディする。
好奇心から社会変化を探究し、自分未来を事例探究する。

授業方法 講義

認定単位 開 講 期
授 業 時 間 数 36時間

開講学年 必 ・ 選

TECHNOS COLLEGE

シ　ラ　バ　ス

科目名 キャリア開発Ⅰ 担 当 者 名
葛原 加奈子、宮鍋 涼、沼田 かな子、井上 一輝、山
本 友梨香、野上 伴睦

学　科



4単位

1学年

1 19

2 20

3 21

4 22

5 23

6 24

7 25

8 26

9 27

10 28

11 29

12 30

13 31

14 32

15 33

16 34

17 35

18 36

P/R/A/G割合 P≪課題解決型学習≫100%　　R≪実働実践型学習≫0%　　A≪主体的参加型学習≫0%　　G≪海外体感型学習≫0%

講師プロ
フィール

大学卒業後、日本航空　国際線に７年間勤務
在米6年　在独2年
 日本語教師資格所有　米カリフォルニア大学にて英語教員免許（TESL）取得　 日米の教員免許を所有
長い海外経験から、外国人留学生の立場に立ったわかりやすい日本語の授業を心がけています。

３0%

レポート 小テスト10%
成績評価

出席率80%以上
S=100～90点、A=89～80点、B=79～70点、C=69～60点、D=59

合計 100%

日本語の読解及び文法15 学年末試験

日本語の読解及び文法１6 試験返却、解説

成績割合

テスト 60%
学習FB方法 定期的にまとめテストにてフィードバック

学習態度・出席率

前期末試験 日本語の読解及び文法 30

日本語の読解及び文法13 日本語の読解及び文法 31

日本語の読解及び文法14 日本語の読解及び文法 32

日本語の読解及び文法10 日本語の読解及び文法２7

日本語の読解及び文法11 日本語の読解及び文法２8

日本語の読解及び文法12 日本語の読解及び文法 29

日本語の読解及び文法７ 日本語の読解及び文法２4

日本語の読解及び文法８ 日本語の読解及び文法２5

日本語の読解及び文法９ 日本語の読解及び文法２6

日本語の読解及び文法 20

日本語の読解及び文法４ 日本語の読解及び文法 21

日本語の読解及び文法５ 日本語の読解及び文法 22

日本語の読解及び文法６ 日本語の読解及び文法２3

授
業
計
画
表

授業内容 授業内容

プレースメントテスト 日本語の読解及び文法１7

オリエンテーション、日本語の読解及び文法１ 日本語の読解及び文法１8

日本語の読解及び文法２ 日本語の読解及び文法 19

日本語の読解及び文法３

選択

授業目的 授業に必要とされる日本語の知識や理解力、会話力を深め、N１試験合格を目指す。

授業目標
（ラーニング
アウトカムズ）

１２月に行われるJLPT　N1の合格を目指す。

授業概要
教科書に従って授業を展開し、文法、漢字、意味、慣用句、オノマトペ、読解、会話等、授業に必要とされる日本語の知識や理解力を深め、JLPT N1レベ
ルの学習者としてふさわしい日本語力を身につける。

授業方法 講義

認定単位 開 講 期
授 業 時 間 数 72時間

開講学年 必 ・ 選

TECHNOS COLLEGE

シ　ラ　バ　ス

科目名 日本語演習Ⅰ(N1) 担 当 者 名 楊 陽、岡崎 志織

学　科



4単位

1学年

1 19

2 20

3 21

4 22

5 23

6 24

7 25

8 26

9 27

10 28

11 29

12 30

13 31

14 32

15 33

16 34

17 35

18 36

P/R/A/G割合 P≪課題解決型学習≫100%　　R≪実働実践型学習≫0%　　　A≪主体的参加型学習≫0%　　　G≪海外体感型学習≫0%　

講師プロ
フィール

大学卒業後、日本航空　国際線に７年間勤務
在米6年　在独2年
日本語教師資格所有、　米カリフォルニア大学にて英語教員免許【TESL）取得、　日米の教員免許所有
長い海外経験から外国人留学生の立場に立った、わかりやすい日本語の授業を心がけています。

30%

レポート 小テスト10%
成績評価

出席率80%以上
S=100～90点、A=89～80点、B=79～70点、C=69～60点、D=59

合計 100%

日本語の読解及び文法１4 学年末試験

日本語の読解及び文法１5 試験返却、解説

成績割合

テスト 60%
学習FB方法 まとめテストの後にフィードバック

学習態度・出席率

前期末試験 日本語の読解及び文法２9

日本語の読解及び文法１2 日本語の読解及び文法 30

日本語の読解及び文法１3 日本語の読解及び文法 31

日本語の読解及び文法 9 日本語の読解及び文法２6

日本語の読解及び文法 10 日本語の読解及び文法２7

日本語の読解及び文法 11 日本語の読解及び文法２8

日本語の読解及び文法 6 日本語の読解及び文法 23

日本語の読解及び文法 7 日本語の読解及び文法２4

日本語の読解及び文法 8 日本語の読解及び文法２5

日本語の読解及び文法１9

日本語の読解及び文法 3 日本語の読解及び文法 20

日本語の読解及び文法 4 日本語の読解及び文法 21

日本語の読解及び文法 5 日本語の読解及び文法 22

授
業
計
画
表

授業内容 授業内容

プレースメントテスト 日本語の読解及び文法１6

オリエンテーション/日本語の読解及び文法１ 日本語の読解及び文法１7

日本語の読解及び文法 1 日本語の読解及び文法１8

日本語の読解及び文法 2

選択

授業目的 授業に必要とされる日本語の知識や理解力、会話力を深め、N2 試験合格を目指す。

授業目標
（ラーニング
アウトカムズ）

１２月に行われるJLPT　N2の合格を目指す。

授業概要
教科書に従って授業を展開し、文法、漢字、意味、慣用句、オノマトペ、読解、会話等、授業に必要とされる日本語の知識や理解力を深め、JLPT N2レベ
ルの学習者としてふさわしい日本語力を身につける。

授業方法 講義

認定単位 開 講 期
授 業 時 間 数 72時間

開講学年 必 ・ 選

TECHNOS COLLEGE

シ　ラ　バ　ス

科目名 日本語演習Ⅰ(N2) 担 当 者 名 楊 陽、岡崎 志織

学　科



4単位

1学年

1 19

2 20

3 21

4 22

5 23

6 24

7 25

8 26

9 27

10 28

11 29

12 30

13 31

14 32

15 33

16 34

17 35

18 36

P/R/A/G割合 P≪課題解決型学習≫30%　　R≪実働実践型学習≫20%　　A≪主体的参加型学習≫30%　　G≪海外体感型学習≫0%

講師プロ
フィール

コンピュータ会社勤務を経て、大学・短大・専門学校で非常勤講師を務めている。
現在まで10年間産業能率大学の通学、通信講座で非常勤講師を兼任している。
産業能率大学では、マーケティング、マネジメント領域の科目を7科目担当し、スクーリング、対面、リポート添削を行っている。

30%

レポート 20%
成績評価

前期末試験、後期末試験の評価点の平均値を年度末の評価点
とする。テクノスで定めた相対評価により評価点の補正を行う。

合計 100%

企画力を強化する

企画力を強化する

成績割合

テスト 30%
学習FB方法

前期末試験および後期末試験の評価結果をそれぞ
れ学生にFBする学習態度・出席率

情報分析力を鍛える 自由が丘とブランディング

企画力を強化する 自由が丘とブランディング

企画力を強化する

情報分析力を鍛える コミュニケーション論

情報分析力を鍛える 自由が丘とブランディング

情報分析力を鍛える 自由が丘とブランディング

ビジネス文書＆メールの書き方 コミュニケーション論

ビジネス文書＆メールの書き方 コミュニケーション論

情報分析力を鍛える コミュニケーション論

考える力をつける

社会人の常識とマナー 考える力をつける

ビジネス文書＆メールの書き方 考える力をつける

ビジネス文書＆メールの書き方 コミュニケーション論

授
業
計
画
表

授業内容 授業内容

ガイダンス 企画力を強化する

ガイダンス 考える力をつける

社会人の常識とマナー 考える力をつける

社会人の常識とマナー

選択

授業目的 産業能率大学の履修科目を併修するためのサポート講義

授業目標
（ラーニング
アウトカムズ）

産業能率大学の1年次履修科目について理解を深める

授業概要 産業能率大学で1年次に履修する科目の重要ポイントを学習し、リポート・科目習得試験に向けての準備を行う

授業方法 講義

認定単位 開 講 期
授 業 時 間 数 72時間

開講学年 必 ・ 選

TECHNOS COLLEGE

シ　ラ　バ　ス

科目名 大学支援　総合Ⅰ 担 当 者 名 楳村 麻里子

学　科



4単位

1学年

1 19

2 20

3 21

4 22

5 23

6 24

7 25

8 26

9 27

10 28

11 29

12 30

13 31

14 32

15 33

16 34

17 35

18 36

P/R/A/G割合 P≪課題解決型学習≫100%　　R≪実働実践型学習≫10%　　A≪主体的参加型学習≫60%　　G≪海外体感型学習≫0％

講師プロ
フィール

他大学他学部より中央大学法学部通信教育課程に２年次編入し、同課程卒業。中央大学通信教育部インストラクター。専門は刑事政策・犯罪学。他専
門学校・大学等でも講師（憲法、刑事政策、犯罪学等）を務める。元インターネットニュースメディア記者でもある。

80％

レポート 20％
成績評価

出席率80％以上
S90～100点
A80～89点
B70～79点
C60～69点

合計 100%

民法：基礎編 まとめ

民法：債権（総論・各論）基礎編 まとめ

成績割合

テスト 0％
学習FB方法 前期・後期　成績表送付

学習態度・出席率

刑法（総論）：第１課題 ２年次に向けてー刑法各論・民法（総則・物権・親族法）ほかー

刑法（総論）：第２課題 ２年次に向けてー刑法各論・民法（総則・物権・親族法）ほかー

民法：基礎編 まとめ

刑法：基礎編 残りの課題

刑法：基礎編 ２年次に向けてー刑法各論・民法（総則・物権・親族法）ほかー

刑法：基礎編 ２年次に向けてー刑法各論・民法（総則・物権・親族法）ほかー

レポートの書き方 憲法：第１課題

レポートの書き方 憲法：第２課題

刑法：基礎編 残りの課題

民法（債権各論）：第１課題

法律学習の基礎：①法体系②条文の読み方③教科書・基本書の読み方 民法（債権各論）：第２課題

法律学習の基礎：①法体系②条文の読み方③教科書・基本書の読み方 憲法：基礎編

法律学習の基礎：①法体系②条文の読み方③教科書・基本書の読み方 憲法：基礎編

授
業
計
画
表

授業内容 授業内容

オリエンテーション 民法：債権（総論・各論）基礎編

オリエンテーション 民法（債権総論）：第１課題

オリエンテーション 民法（債権総論）：第２課題

法律学習の基礎：①法体系②条文の読み方③教科書・基本書の読み方

選択

授業目的
本科目は中央大学法学部通信教育課程の編入を目指す学生等に課せられたレポート課題対策および法律学習の支援を目的とする。対象科目は憲
法、民法（債権総論、債権各論）、刑法（総論）である。

授業目標
（ラーニング
アウトカムズ）

①レポートを提出し、実際に合格させること
②法律学習に限らず「自分のことば」を用いて文章で説明できるようにすること
を目標とする。

授業概要
①法律を学ぶにあたって必要な思考方法、②教科書を含む文献や裁判例の読み方、③リサーチ方法、④レポートを書く際の作法、⑤レポートの題意の
読み解き方等を学ぶ。
スクーリングや試験、受講者の希望に合わせて授業内容が変わる場合もある。

授業方法 講義

認定単位 開 講 期
授 業 時 間 数 72時間

開講学年 必 ・ 選

TECHNOS COLLEGE

シ　ラ　バ　ス

科目名 大学支援　総合Ⅰ 担 当 者 名 吉田 緑

学　科



4単位

1学年

1 19

2 20

3 21

4 22

5 23

6 24

7 25

8 26

9 27

10 28

11 29

12 30

13 31

14 32

15 33

16 34

17 35

18 36

P/R/A/G割合 P≪課題解決型学習≫3０％　　R≪実働実践型学習≫3０％　　A≪主体的参加型学習≫3０％　　G≪海外体感型学習≫１０％

講師プロ
フィール

元昭和女子大学准教授(日本古典文学　和歌文学)

30％

レポート 30％
成績評価

出席率８０％以上
S90～100点、A80～89点、B70～79点、C60～69点、D59点以
下は不合格合計 100%

「国文学概論」　『古事記』における古記録　「序文」 授業まとめ／振り返り

「国文学概論」　『古事記』　大和朝廷びおける政治的支配および時代的背景 授業まとめ／振り返り

成績割合

テスト 40％
学習FB方法 前期・後期　答案返却

学習態度・出席率

国文学基礎講義」　『日本書紀』における歌謡 『万葉集』　テキスト以外にみえる大伴坂上郎女の歌の内容、特徴

国文学基礎講義」　課題２　リポート作成に向けて 『国文学講義』1(上代)　ㇾポート課題２の作成

国文学基礎講義」　課題２　リポート作成 『国文学講義』1(上代)　ㇾポート課題の提出に向けて

「国文学基礎講義」　歌謡とは 『万葉集』巻八の宴席歌群（1581～1591）の内容および構成について

「国文学基礎講義」　記紀歌謡 『国文学講義』1(上代)　リポート課題１の作成

国文学基礎講義」　『古事記』における歌謡 『万葉集』　大伴坂上郎女の歌

「国文学基礎講義」　『万葉集』日本的な自然観 「国文学講義」Ⅰ(上代)　『万葉集』について

「国文学基礎講義」課題１　リポート作成に向けて 『万葉集』の宴席歌について

「国文学基礎講義」課題１　リポート作成 『万葉集』巻八（1581～1591）の宴席歌群について

「国文学概論」　歌謡と和歌

「国文学基礎講義」　万葉集 「国文学概論」　口誦歌謡と記載和歌

「国文学基礎講義」　『万葉集』について 「国文学概論」　課題２　リポート作成に向けて

「国文学基礎講義」　『万葉集』の四季の歌 「国文学概論」　課題２　リポート作成

授
業
計
画
表

授業内容 授業内容

授業オリエンテーション
1年次履修科目について　履修科目のリポート課題提出について

「国文学概論」　課題１　リポート作成に向けて

授業オリエンテーション
履修科目の試験、および過去問について

「国文学概論」　課題１　リポート作成

授業オリエンテーション
国文学科目概要・講義概説

「国文学概論」　古代歌謡とは

「国文学基礎講義」リポート課題概説　リポート作成に向けて

選択

授業目的 国文学の専門知識の習得とともに、各科目の単位修得におけるリポート作成の技術の習得も目指していく。

授業目標
（ラーニング
アウトカムズ）

古代から近代に至る日本文学の各ジャンルにおける専門的知識と課題を把握し、日本大学の各科目試験の単位修得に必要な知識を身につけていく。

授業概要
日本大学における「国文学基礎講義」、「国文学概論」、「国文学講義(上代)」の3教科の単位修得に必要な、各科目ごとの2つのリポート提出について、提
出期限を把握し、科目修得試験に向けて、計画的に進めていく。

授業方法 講義

認定単位 開 講 期
授 業 時 間 数 72時間

開講学年 必 ・ 選

TECHNOS COLLEGE

シ　ラ　バ　ス

科目名 大学支援　総合Ⅰ 担 当 者 名 高木 佳子

学　科



2単位

1学年

1 19

2 20

3 21

4 22

5 23

6 24

7 25

8 26

9 27

10 28

11 29

12 30

13 31

14 32

15 33

16 34

17 35

18 36

P/R/A/G割合 P≪課題解決型学習≫100%　　R≪実働実践型学習≫20%　　A≪主体的参加型学習≫100%　　G≪海外体感型学習≫30%

講師プロ
フィール

慶応義塾大学経済学部。大手金融機関で金融全般のアドヴァイザリー業務の傍ら、海外での銀行設立業務にも参画する。他、数学、英語、国語、社会
の講師を勤める。

20%

レポート
成績評価

出席率80％以上
S90～100点
A80～89点
B70～79点
C60～69点

合計 100%

数学17
規則性などの文章問題

総復習③

数学18
まとめ

まとめ

成績割合

テスト 80%
学習FB方法 前期・後期　成績表送付

学習態度・出席率

数学14
割合の文章問題2

国語・社会14
成績判定テスト

数学15
速さの文章問題

総復習①

数学16
前期成績判定テスト

総復習②

数学11
数と量の文章問題1

国語・社会11
世界史

数学12
数と量の文章問題2

国語・社会12
日本史

数学13
割合の文章問題1

国語・社会13
思想・社会・文化

数学8
２次方程式

国語・社会8
同訓異字の書き取り

数学9
不等式

国語・社会9
同音異義語の書き取り

数学10
前期成績判定テスト1

国語・社会10
対義語・類義語の書き取り

国語・社会4
慣用語の読み

数学5
平方根

国語・社会5
常用漢字外の読み

数学6
１次方程式

国語・社会6
漢字一字の書き取り

数学7
連立方程式

国語・社会7
二字熟語の書き取り

授
業
計
画
表

授業内容 授業内容

数学1
「一般常識　数学」オリエンテーション

国語・社会1
「一般常識　国語・社会」オリエンテーション

数学2
数の計算

国語・社会2
漢字一字の読み

数学3
式の計算

国語・社会3
二字熟語の読み

数学4
因数分解

選択

授業目的 社会で必須となる一般常識を、数学・国語・社会の面からスキルアップする。

授業目標
（ラーニング
アウトカムズ）

数学　　高校数学までの単元の中で、社会人として生活するに当たり必要を思われる知識と論理的思考能力を養う。
国語　　コミュニケーションに欠かせない国語の基本的な知識や教養を習得する。
社会　　社会生活に必要な地歴公民の基本的な知識や教養を習得する。

授業概要
数学　　必要不可欠な知識を盛り込んだオリジナルテキストを使用し、数学の苦手意識を解消してゆく。
国語　　漢字の読み書きを基本として、慣用句、ことわざや敬語の習得と世界文学や日本文学常識を身に着ける。
社会　　日本地理・世界地理、日本史・世界史、思想・文化など広い範囲の知識・教養を幅広く身に着ける。

授業方法 講義

認定単位 開 講 期
授 業 時 間 数 36時間

開講学年 必 ・ 選

TECHNOS COLLEGE

シ　ラ　バ　ス

科目名 一般常識Ⅰ 担 当 者 名 松木 芳文

学　科



2単位

2学年

1 19

2 20

3 21

4 22

5 23

6 24

7 25

8 26

9 27

10 28

11 29

12 30

13 31

14 32

15 33

16 34

17 35

18 36

P/R/A/G割合 P≪課題解決型学習≫40％　　R≪実働実践型学習≫20％　　A≪主体的参加型学習≫30％　　G≪海外体感型学習≫10％

講師プロ
フィール

キャリアセンタースタッフが授業をコーディネートし、授業内容に合わせた外部講師を招聘する。

30％（課題の提出と就活モニタリング）

レポート 70％（卒後VISIONの提出）
成績評価

出席率80％以上
S90～100点
A80～89点
B70～79点
C60～69点

合計 100%

中間報告会 2月キャリア支援プログラム

中間報告会 2月キャリア支援プログラム

成績割合

テスト ０％
学習FB方法

前期・後期　成績表送付
提出された卒後VISIONと各課題への評価。就活状
況モニタリング。学習態度・出席率

7月キャリア支援プログラム 最終報告

前期の学修と就活の振り返り 最終報告

中間報告会 卒後VISION提出

目標に対する改善計画 12月キャリア支援プログラム

就活（インターンシップ） 12月キャリア支援プログラム

社会人基礎力特別講座 最終報告

目標に対する計画立案 課題の体系化・仮説と検証

学修機会の活用（IW） 就活（インターンシップ）

計画の実行度を評価 就活（インターンシップ）

学修機会の活用（テクノス祭）

社会人基礎力特別講座 （テクノス祭）

PDCAサイクルとは 計画の実行度を評価

学修目標と就活目標の設定 目標に対する改善計画

授
業
計
画
表

授業内容 授業内容

オリエンテーション オリエンテーション

自分らしさの軸を確認 改善計画の立案

業界・仕事の変化を探究 課題の体系化・仮説と検証

卒後VISIONを描き直す

選択

授業目的 卒後VISIONに磨きをかけ解像度を上げる。

授業目標
（ラーニング
アウトカムズ）

授業開始時の卒後VISIONの評価と授業終了時の卒後VISIONの評価を比較し、評価がランクアップをしていること。

授業概要 学修&就活成果を最大化。 卒後visionに基づく学修&就活PDCAを実践学習。

授業方法 講義

認定単位 開 講 期
授 業 時 間 数 36時間

開講学年 必 ・ 選

TECHNOS COLLEGE

シ　ラ　バ　ス

科目名 キャリア開発Ⅱ 担 当 者 名
葛原 加奈子、宮鍋 涼、沼田 かな子、山本 友梨香、
野上 伴睦、井上 一輝

学　科



2単位

2学年

1 19

2 20

3 21

4 22

5 23

6 24

7 25

8 26

9 27

10 28

11 29

12 30

13 31

14 32

15 33

16 34

17 35

18 36

P/R/A/G割合 P≪課題解決型学習≫100%　　R≪実働実践型学習≫20%　　A≪主体的参加型学習≫100%　　G≪海外体感型学習≫30%

講師プロ
フィール

慶応義塾大学経済学部。大手金融機関で金融全般のアドヴァイザリー業務の傍ら、海外での銀行設立業務にも参画する。他、数学、英語、国語、社会
の講師を勤める。

 数学　20％（確認テストと出席）国語・社会　20％（確認テストと出席）

レポート なし
成績評価

出席率80％以上
S90～100点
A80～89点
B70～79点
C60～69点

合計 100%

数学17
規則性などの文章問題

まとめ

数学18
まとめ

まとめ

成績割合

テスト  数学　80％国語・社会　80％
学習FB方法 前期・後期　成績表送付

学習態度・出席率

数学14
割合の文章問題2

国語・社会14
成績判定テスト

数学15
速さの文章問題1

総復習

数学16
前期成績判定テスト

まとめ

数学11
数と量の文章問題1

国語・社会11
世界史

数学12
数と量の文章問題2

国語・社会12
日本史

数学13
割合の文章問題1

国語・社会13
思想・社会・文化

数学8
２次方程式

国語・社会8
同訓異字の書き取り

数学9
不等式

国語・社会9
同音異義語の書き取り

数学10
前期成績判定テスト1

国語・社会10
対義語・類義語の書き取り

国語・社会4
慣用語の読み

数学5
平方根

国語・社会5
常用漢字外の読み

数学6
１次方程式

国語・社会6
漢字一字の書き取り

数学7
連立方程式

国語・社会7
二字熟語の書き取り

授
業
計
画
表

授業内容 授業内容

数学1
「一般常識　数学」オリエンテーション

国語・社会1
「一般常識　国語・社会」オリエンテーション

数学2
数の計算

国語・社会2
漢字一字の読み

数学3
式の計算

国語・社会3
二字熟語の読み

数学4
因数分解

選択

授業目的 社会で必須となる一般常識を、数学・国語・社会の面からスキルアップする。

授業目標
（ラーニング
アウトカムズ）

数学　　高校数学までの単元の中で、社会人として生活するに当たり必要を思われる知識と論理的思考能力を養う。
国語　　コミュニケーションに欠かせない国語の基本的な知識や教養を習得する。
社会　　社会生活に必要な地歴公民の基本的な知識や教養を習得する。

授業概要
数学　　必要不可欠な知識を盛り込んだオリジナルテキストを使用し、数学の苦手意識を解消してゆく。
国語　　漢字の読み書きを基本として、慣用句、ことわざや敬語の習得と世界文学や日本文学常識を身に着ける。
社会　　日本地理・世界地理、日本史・世界史、思想・文化など広い範囲の知識・教養を幅広く身に着ける。

授業方法 講義

認定単位 開 講 期
授 業 時 間 数 36時間

開講学年 必 ・ 選

TECHNOS COLLEGE

シ　ラ　バ　ス

科目名 一般常識Ⅱ 担 当 者 名 松木 芳文

学　科



4単位

2学年

1 19

2 20

3 21

4 22

5 23

6 24

7 25

8 26

9 27

10 28

11 29

12 30

13 31

14 32

15 33

16 34

17 35

18 36

P/R/A/G割合 P≪課題解決型学習≫　　R≪実働実践型学習≫　　A≪主体的参加型学習≫　　G≪海外体感型学習≫

講師プロ
フィール

経営・マネジメントの知識は社会に出てから必ず必要になります。一緒に学習しましょう。

40%

レポート
成績評価

定期試験（小テスト・レポートを含む）、学習態度、出席率を勘案
し、総合評価にて決定します。

合計 100%

定期試験に向けて総まとめ 定期試験に向けて総まとめ

定期試験に向けて総まとめ 定期試験に向けて総まとめ

成績割合

テスト 60%
学習FB方法 授業中に随時フィードバックを行います。

学習態度・出席率

講義 講義

講義 講義

講義 講義

講義 講義

講義 講義

講義 講義

講義 講義

講義 講義

講義 講義

講義

講義 講義

講義 講義

講義 講義

授
業
計
画
表

授業内容 授業内容

オリエンテーション 講義

オリエンテーション 講義

講義 講義

講義

選択

授業目的
産業能率大学通信教育課程の基礎・専門科目（全８科目）の単位修得に必要な学習支援を行う。
その際、経営的視点を養い、主に経営・マネジメントに関する基礎的な部分を理解することを重視する。

授業目標
（ラーニング
アウトカムズ）

産能大のリポート・科目修得試験への取り組み方の基本を学び、経営・マネジメントの基礎・専門科目を総合的に学びながら単位修得を目指す。

授業概要

大学所定教材テキストの要点を解説し、リポート課題の作成指導を行った上、大学科目修得試験合格に必要な受験対策を実施する。
前期・後期の単位修得科目は、主に以下を予定しています。
〔前期〕４科目：「企業家に学ぶ経営」「ストリートファッション論」「地域コミュニティ活動と社会貢献」「スポーツに学ぶチームマネジメント」
〔後期〕４科目：「ビジネス倫理」「人間関係の心理学」「チームマネジメント論」「リーダーシップ論」

授業方法 講義

認定単位 開 講 期
授 業 時 間 数 72時間

開講学年 必 ・ 選

TECHNOS COLLEGE

シ　ラ　バ　ス

科目名 大学支援　総合Ⅱ 担 当 者 名 若林 芳勝

学　科



4単位

2学年

1 19

2 20

3 21

4 22

5 23

6 24

7 25

8 26

9 27

10 28

11 29

12 30

13 31

14 32

15 33

16 34

17 35

18 36

P/R/A/G割合 P≪課題解決型学習≫100％　　R≪実働実践型学習≫30％　　A≪主体的参加型学習≫30％　　G≪海外体感型学習≫5％

講師プロ
フィール

中央大学通信教育部インストラクター
行政書士試験合格、専門学校・大学で15年以上の講師歴あり

30％

レポート 70％
成績評価

出席率80％以上
S90～100点
A80～89点
B70～79点
C60～69点

合計 100%

刑法各論第1課題の解説② まとめ②

刑法各論第2課題の解説① まとめ③

成績割合

テスト 0％
学習FB方法 前期・後期　成績表送付

学習態度・出席率

民法5第2課題の解説① 刑法各論第3課題の解説②

民法5第2課題の解説② 刑法各論第4課題の解説

刑法各論第1課題の解説① まとめ①

民法2第2課題の解説② 民法5第3課題の解説②

民法5第1課題の解説① 民法5第4課題の解説

民法5第1課題の解説② 刑法各論第3課題の解説①

民法1第4課題の解説① 民法2第4課題の解説①

民法1第4課題の解説② 民法2第4課題の解説②

民法2第2課題の解説① 民法5第3課題の解説①

民法1第1課題の解説①

民法2第２課題の解説 民法1第1課題の解説②

民法1第2課題の解説① 民法2第3課題の解説①

民法1第2課題の解説② 民法2第3課題の解説②

授
業
計
画
表

授業内容 授業内容

オリエンテーション① 刑法各論第2課題の解説②

オリエンテーション② 民法1第3課題の解説①

オリエンテーション③ 民法1第3課題の解説②

民法2第1課題の解説

選択

授業目的
この講義は中央大学通信教育部の単位取得を目指し学習する授業となります。対象科目は、民法1（総則）、民法2（物権）、民法5（親族・相続）、刑法各
論となります。これらの科目についての基礎知識、また単位取得のために必要なレポート作成の仕方を習得することを目的とします。

授業目標
（ラーニング
アウトカムズ）

第一の目標は中央大学の単位取得となります。また、その過程で法的知識の習得、法の解釈の仕方、事例問題の解決力等を身につけることも目標としま
す。

授業概要 　民法１，民法2、民法5、刑法各論のレポート課題につき、論点の正確な把握、論文の構成の仕方、また関連する判例の読み方を学んでいきます。

授業方法 講義

認定単位 開 講 期
授 業 時 間 数 72時間

開講学年 必 ・ 選

TECHNOS COLLEGE

シ　ラ　バ　ス

科目名 大学支援　総合Ⅱ 担 当 者 名 宮坂 友造

学　科



4単位

2学年

1 19

2 20

3 21

4 22

5 23

6 24

7 25

8 26

9 27

10 28

11 29

12 30

13 31

14 32

15 33

16 34

17 35

18 36

P/R/A/G割合 P≪課題解決型学習≫70%　　R≪実働実践型学習≫60%　　A≪主体的参加型学習≫80%　　G≪海外体感型学習≫20%

講師プロ
フィール

都内の中高一貫女子校で専任教員及び講師として約40年間国語を担当した経験を持つ。

30%

レポート
成績評価

出席率80%以上　　S　90～100　　A　80～89　　B　70～79　　C
60～69
D　59点以下不合格合計 100%

国語学概論　「意味」 まとめ

国語学概論　「意味」 まとめ

成績割合

テスト 70%
学習FB方法 答案返却時に解説をする。

学習態度・出席率

国語学概論　「音声と音韻」 国文学史Ⅱ　「新感覚派」

国語学概論　「音声と音韻」 国文学史Ⅱ　「戦後文学」

リポート作成に向けて まとめ

国文学史Ⅰ　中世の文学概観 国文学史Ⅱ　「白樺派」

国文学史Ⅰ　「中世の文学　和歌」 国文学史Ⅱ　「『新思潮』と大正期教養主義」

国語学概論　概要説明 国文学史Ⅱ　「プロレタリア文学」

国文学史Ⅰ　中古の文学概観 国文学史Ⅱ　「自然主義文学」

国文学史Ⅰ　「中古の文学　物語の発生と展開」 国文学史Ⅱ　「漱石と鷗外」

国文学史Ⅰ　「中古の文学　説話集と歴史物語」 国文学史Ⅱ　「耽美派」

国語学概論　「心理言語学」

国文学史Ⅰ　リポート作成 リポート作成

国文学史Ⅰ　上代の文学概観 国文学史Ⅱ　「文明開化と『文学』の変容」

国文学史Ⅰ　「上代の文学　神話・伝説・説話」 国文学史Ⅱ　「明治中期の小説」

授
業
計
画
表

授業内容 授業内容

講義概要説明 国語学概論　「文章と文体」

国文学史Ⅰ　「日記と随筆」 国語学概論 「敬語」

国文学史Ⅰ　リポート作成 国語学概論 「日本語教育」

国文学史Ⅰ　和歌

選択

授業目的
「国文学史Ⅰ」では日本文学史に特徴的な構造を理解し、歴史の流れの中における文学の位置づけを理解する。「国語学概論」では日本語学の多彩な
研究領域及びそのその周辺領域に関する知識を身に付ける。「国文学史Ⅱ」では日本の近現代文学史の流れについて学び、主たる作家の文学史的意
味付けを理解する。

授業目標
（ラーニング
アウトカムズ）

日本大学通信教育部における「国文学史Ⅰ」「国語学概論」「国文学史Ⅱ」の三科目に関するリポート課題の合格及び科目修得試験の合格を見込める力
を付ける。

授業概要
いずれの科目も講義形式を中心として行う。理解の助けとして教科書内容に即したプリントを適宜使用しつつ力を付けていく。また、科目ごとに約2000字
のリポート二編が課題となっているので、それらを作成するため筋道を立てて文章をまとめる技術も習得する。

授業方法 講義

認定単位 開 講 期
授 業 時 間 数 72時間

開講学年 必 ・ 選

TECHNOS COLLEGE

シ　ラ　バ　ス

科目名 大学支援　総合Ⅱ 担 当 者 名 月本 直子

学　科



4単位

2学年

1 19

2 20

3 21

4 22

5 23

6 24

7 25

8 26

9 27

10 28

11 29

12 30

13 31

14 32

15 33

16 34

17 35

18 36

P/R/A/G割合 P≪課題解決型学習≫100%　　R≪実働実践型学習≫0%　　A≪主体的参加型学習≫0%　　G≪海外体感型学習≫0%

講師プロ
フィール

大学卒業後、日本航空　国際線に７年間勤務
在米6年　在独2年
 日本語教師資格所有　米カリフォルニア大学にて英語教員免許（TESL）取得　 日米の教員免許を所有
長い海外経験から、外国人留学生の立場に立ったわかりやすい日本語の授業を心がけています。

30%

レポート 10%
成績評価

出席率80%以上
S=100～90点、A=89～80点、B=79～70点、C=69～60点、D=59

合計 100%

日本語の読解及び文法 15 学年末試験

日本語の読解及び文法１6 試験返却、解説、総復習

成績割合

テスト 60%
学習FB方法 定期的にまとめテストにてフィードバック

学習態度・出席率

日本語の読解及び文法 13 日本語の読解及び文法 30

日本語の読解及び文法 14 日本語の読解及び文法 31

前期末試験 日本語の読解及び文法 32

日本語の読解及び文法 10 日本語の読解及び文法 27

日本語の読解及び文法 11 日本語の読解及び文法 28

日本語の読解及び文法 12 日本語の読解及び文法 29

日本語の読解及び文法 7 日本語の読解及び文法 24

日本語の読解及び文法 8 日本語の読解及び文法 25

日本語の読解及び文法 9 日本語の読解及び文法 26

日本語の読解及び文法 20

日本語の読解及び文法 4 日本語の読解及び文法 21

日本語の読解及び文法 5 日本語の読解及び文法 22

日本語の読解及び文法 6 日本語の読解及び文法 23

授
業
計
画
表

授業内容 授業内容

プレースメントテスト 日本語の読解及び文法１7

オリエンテーション
日本語の読解及び文法１

日本語の読解及び文法１8

日本語の読解及び文法 2 日本語の読解及び文法１9

日本語の読解及び文法 3

選択

授業目的 授業に必要とされる日本語の知識や理解力、会話力を深め、N１試験合格を目指す。

授業目標
（ラーニング
アウトカムズ）

１２月に行われるJLPT　N1の合格を目指す。

授業概要
教科書に従って授業を展開し、文法、漢字、意味、慣用句、オノマトペ、読解、会話等、授業に必要とされる日本語の知識や理解力を深め、JLPT N1レベ
ルの学習者としてふさわしい日本語力を身につける。

授業方法 講義

認定単位 開 講 期
授 業 時 間 数 72時間

開講学年 必 ・ 選

TECHNOS COLLEGE

シ　ラ　バ　ス

科目名 日本語演習Ⅱ(N1) 担 当 者 名 楊 陽、岡崎 志織

学　科



4単位

2学年

1 19

2 20

3 21

4 22

5 23

6 24

7 25

8 26

9 27

10 28

11 29

12 30

13 31

14 32

15 33

16 34

17 35

18 36

P/R/A/G割合 P≪課題解決型学習≫100%　　R≪実働実践型学習≫0%　　　A≪主体的参加型学習≫0%　　　G≪海外体感型学習≫0%　

講師プロ
フィール

大学卒業後、日本航空　国際線に７年間勤務
在米6年　在独2年
 日本語教師資格所有　米カリフォルニア大学にて英語教員免許（TESL）取得　 日米の教員免許を所有
長い海外経験から、外国人留学生の立場に立ったわかりやすい日本語の授業を心がけています。

30%

レポート 10%
成績評価

出席率80%以上
S=100～90点、A=89～80点、B=79～70点、C=69～60点、D=59

合計 100%

日本語の読解及び文法 15 学年末試験

日本語の読解及び文法 16 試験編キャky、解説、総復習

成績割合

テスト 60%
学習FB方法 定期的にまとめテストにてフィードバック

学習態度・出席率

日本語の読解及び文法 13 日本語の読解及び文法 30

日本語の読解及び文法 14 日本語の読解及び文法 31

前期末試験 日本語の読解及び文法 32

日本語の読解及び文法 10 日本語の読解及び文法２7

日本語の読解及び文法 11 日本語の読解及び文法２8

日本語の読解及び文法 12 日本語の読解及び文法２9

日本語の読解及び文法 7 日本語の読解及び文法 24

日本語の読解及び文法 8 日本語の読解及び文法２5

日本語の読解及び文法 9 日本語の読解及び文法２6

日本語の読解及び文法 20

日本語の読解及び文法 4 日本語の読解及び文法 21

日本語の読解及び文法 5 日本語の読解及び文法 22

日本語の読解及び文法 6 日本語の読解及び文法 23

授
業
計
画
表

授業内容 授業内容

プレースメントテスト 日本語の読解及び文法 17

オリエンテーション
日本語の読解及び文法１

日本語の読解及び文法１8

日本語の読解及び文法 2 日本語の読解及び文法１9

日本語の読解及び文法 3

選択

授業目的 授業に必要とされる日本語の知識や理解力、会話力を深め、N2 試験合格を目指す。

授業目標
（ラーニング
アウトカムズ）

１２月に行われるJLPT　N2の合格を目指す。

授業概要
教科書に従って授業を展開し、文法、漢字、意味、慣用句、オノマトペ、読解、会話等、授業に必要とされる日本語の知識や理解力を深め、JLPT N2レベ
ルの学習者としてふさわしい日本語力を身につける。

授業方法 講義

認定単位 開 講 期
授 業 時 間 数 72時間

開講学年 必 ・ 選

TECHNOS COLLEGE

シ　ラ　バ　ス

科目名 日本語演習Ⅱ(N2) 担 当 者 名 楊 陽、岡崎 志織

学　科


